観点別評価のための問題作りⅢ:テスト問題を中心とした観点別評価の方法 by 川谷内 哲二 et al.
観点別評価のための問題作りⅢ
-テスト問題を中心とした観点別評価の方法-







































































たが,一番難しかったのは ｢関心 ･意欲 ･態度｣と
｢数学的な見方 ･考え方｣の観点の分類である｡こ
れまでの教師としての経験や教育観の違いから,

















⑤ 関心 ･意欲 ･態度や見方や考え方は,具体的
な場面を設定して説明させたりする問題で評価
する｡











































































































































59 60人数 0 1 3
18 35 63 62 (1)～(5)平均26.
9(満点36点 得点率75%)得点 0-56-ll12-1718-2324-2930-3
36人数 2 8 5 18 36
45 122 (6)平均4
.4(満点6点 得点率73%)得点 0 1 2 3 4
5 6人数 22 0 1 21
1 0 81平成18年2学期 1年中間試験1 平均35.7(満点40
点 得点率89%)得点 0-1920-2324-2728-3132-
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関心 .意欲 .態度 数学的な見方や考え方 表現 .処理 知識 .
理解数学的活動を通して,敬 数学的活動を通して,敬 事象を数学的に考察し表 数学におけ
る基本的な概学の論理や体系に関心を 学的な見方や考え方を身 現し処理する仕方や推論 念
,原理 .法則,用語 .もつとともに,数学的な に付け,事象を数学的に の方法を身に付けより




るようにする｡2 評価の観点のその趣旨関心 .意欲 .態度 数
学的な見方や考え方 表現 .処理 知識 .理解数学的活動を通して,方 数学的活動を通して,
方 方程式と不等式,二次関 方程式と不等式,二次関稗式と不等式,二次関数 程式と不等式
,二次関数 数及び図形と計量におい 数及び図形と計量におけ及び図形と計量における 及び
図形と計量における て,事象を数学的に考察 る基本的な概念,原理 .考え方に関心をもっとと
数学的な見方や考え方を し,表現し処理する仕方 法則,用語 .記号などをもに,数学的な見方や考 身に付け,事象を数学的 や推論の方法を身に付 理解し,基礎的な知識














関心 .意欲 .態度 数学的な見方や考え方 表現 .処理 知識 .
理解三角比や図形との関係に 角の大きさなどを用いた 具体的な事象の数量関係 直角三角形
の三角比､鈍関心を持ち､角の大きさ 図形の計量の見方や考え を三角比の記号を用いて 角
への拡張､その他平面などを用いた図形の計量 方を身に付け､三角形の 表現し､三角比の相互
関 及び空間図形における基の考えの有効性を認識す 基本的な性質や正弦定 係や正弦定理 .
余弦定理 本的な概念,原理.法則,るとともに､平面図形や 理 .余弦定理などを具体 などを
活用して的確に処 用語.記号などを理解し,空間図形の性質に関心を 的な事象の考察に活用
で 理することができるo 基礎的な知識を身に付け持ち､正弦 .余弦
定理を積極的に活用しようとするo きる
o ているo【｢(3) 図形と計量｣の評価規準の具体例】
関心 .意欲 .態度 数学的な見方や考え方 表現 .処理 知識 .理解【三角比】･直角三角形における三
･いろいろな図形から三 ･具体的な事象の数量関 ･直角三角形における三角比について関
心をも 角比の値を考察すること 係を三角比を用いて表現 角比の意味と鈍角に拡張ち,調べようとする〇･三角比の相互関係に関 ができる〇･角 大きさなどを用い し,調べることができる〇･三角比の相互関係を的 する意義について理解し,基礎的な知識を身に付けている〇･三角比の相互関係の各
心をもち,直角三角形を た計量を行うために,≡ 確に表現することができ
式について理解し,基礎利用して関係式を導き, 角比の相互関係






な見方や考え方のよさを認識できるようにする｡2 評価の観点及びその趣旨関心 .意欲 .態度 数
学的な見方や考え方 表現 .処理 知識 .理解数学的活動を通して,式 数学的活動を通して,
式 式と証明 .高次方程式, 式と証明.高次方程式,と証明.高次方程式,図 と証明 .高次方
程式,図 図形と方程式,いろいろ 図形と方程式,いろいろ形と方程式,いろいろな 形と方程
式,いろいろな な関数及び微分 .積分の な関数及び微分 .積分の関数及び微分 .積分の考












関心 .意欲 .態度 数学的な見方や考え方 表現 .処理 知識 .
理解･座標を用いて三角形や ･平面図形とそれを表す ･座標や式を用いて直線 ･図形と方
程式の関係を四角形などの基本的な平 方程式の関係が理解でき や円などの基本的な平面 理解している〇･図形を条件を満たす点面図形の性質や関係を解 るoまた,いろいろな図 図形の性質や関係を数学析幾何的な方法で理解でき,そ 有用性が認識るo 形の考察に活用する〇･円と直線の位置関係が 的に処理することがで
きる〇･直線の方程式や円の方2次方程式の解の判別に 程式を求
めることができ の集合 として見ること帰着できるこ




関心 .意欲 .態度 数学的な見方や考え方 表現 .処理 知識 .理解【点と直線】(ア)点の座標･直線上や平面上の点に
･内分点,外分点の座標 ･2点間の距離や線分の ･2点間の距離や線分のついて,座標を用
いて2 を導き山す過程を考察す 内分点,外分点の座標を 内分点,外分点について点間の距離や線分の内分,外分点を調べようとする〇･座標を用いて,平面図形の性質を調べようとするo ること
ができるo 求めることができるo 理解している〇･三角形の重心についてo(イ)直線の方稗式
･直線の方横式に関心を ･いろいろな条件で定ま ･いろいろな条件で定ま ･1点と傾きで定ま
る直もち,いろいろな条件で る直線の方程式を導き山 る直線の方程式を求める 線
の方程式や2点を通る定まる直線の方程式を求 す過程を考察することが こ
とができるo 直線の方程式について理めようとするo できるoまた,直線の方 ･2直線の
交点の座標を 解しているo･2直線の位置関係に興 稗式を一般形にまとめる 求めたり,あ
る直線に平 ･2直線の平行条件,垂味をもち,2直線の交点
過程を考察することがで 行な直線や垂直な直線の 直条件について理解しての座標
や2直線の平行条 きるo 方程式を求めたりするこ いるo件,垂直条件を調べてみ ･2直線の平行条件
や垂 とができるo ･点と直線の距離の公式ようとするo 直条件を導き山す過稗を ･点と直線の距離を求め について理解している〇円の方程式につ て理･点 直線の距離に関心をもち,点と直線の距離求めてみようとするo【円】(ア) 円の方程式円を表す方程式 考察することができる〇･点と直線の距離の公式を求め 過程を考察
すること
めてみようとするo るoまた,円の方程式の一般形を導き,円を表す条件を考察することができるo とができるo ･三角形の外接円,外心について理解してい
るo(イ)円と直線･円と直線の位置関係に ･円と直線の位置関係を ･円と直線の位置関係を ･円の接線
の方帯式につ関心をもち,調べてみよ 調べる過程を考察 した 調べることができるo
いて理解しているoうとするoまた,円の接 り,円の接線の方程式を
･円の接線の方程式を求線の方程式に関心をもち,求めてみようとするo 導く過程を考察したりすること
ができるo めることができるo※ 軌跡と領域･条件を満たす点の集合 ･軌跡の方程式を導く過 ･条件を
満たす点の軌跡 ･軌跡について理解してに関心をもち,座標を用 程を考察す
ることができ を求めることができるo いるoいて条件を満たす点の軌
るo ･不等式の表す領域を図 ･アポロニウスの円につ跡を求めてみようとす ･不


































Ⅰ 正弦定理 ･余弦定理に関心をもち,図形の問題に活用 しようとしているか｡
Ⅱ 正弦定理,余弦定理を用いて,三角形の形状を多面的に考察することができるか｡
















































きるようにする｡ア 式と証明イ 高次方程式 (ア)整式の除法､分数式イ
等式と不等式の証明(ア)複素数と二次方程式イ 高次方程式




































正の実数 a,b･Cに対して不等式 上･i･1-≧a C a+b+C が成 り立っことを証明しなさい｡
m y･2-1のとき,x2･y2･Z2≧与 が成り立っことを示しなさいo




























(1) P=q+2わとき,α,β,Yのうち少なくとも1つは 1であることを示 しなさい｡




























I(1) A(xl),B(x2),m>0,n>0とする. 線分ABをm:nの比に分ける点 P(I)とすると,
∬=nXl十mx2 となることを示 しなさい｡
m+n
(2) 3点A,B,Cについて,線分ABをm:n (m>n>0)に外分する点が Cであるとき,点
Bは線分ACを [≡ コ :[:亘コ に ⊂ ≡ ]分する点である｡
Ⅲ(1) 点 P(5)が 2点A(α),B(17)を結ぶ線分 ABを5:6に内分するとき,αの値を求めなさい｡
(2) △ABCの辺 BCを1:2に内分する点をDとする｡等式 2AB2+Ac2=3(AD2+2BD2)が
成 り立つことを,座標を用いて証明しなさい｡
Ⅳ(1) 数直線上の2点 A(α),Bト 1)間の距離が 2のとき,αの値を求めなさい｡
(2) 3頂点がAト 1,-1),B(5,-2),C(3,3)である平行四辺形 ABCDについて,対角線 AC
とBDの交点の座標を求めなさい｡





























Ⅳ (1) 紬 1･yl)と直,*l:aX･by･C-0の距離dGid-⊂亘 コ で与そられる｡
(2) 直線3-y･2･k(I-3)-0はkの値にかかわらず定点 [:互 コ を通る.逆に,この方






















Ⅳ(1) 方程式 x2.y2.2y-0は,中心 [コ コ 半径 [::亘コ の円を表すo
(2)2点A(-1,2),B(7,4)を直径の両端とする円の方程式は [:亘コ である.
(3) 3点 A(17,5),B(-3,7),C(0,-2)を通る円の方程式は(I+3)'2+(y-2)2=25であるOこ
























Ⅳ(1) 円x2.y2-25上の点(3,4)における接線の方程式は ⊂ 亘:コ である.
(2) 半径rlO?円Clの中心と,半径 r2の円C2の中心との距離をdとする02円が2交点を















Ⅰ 正三角形 ABCの内部の AP2≦BP2+cp2を満たす点 Pの領域を考えたい｡A,B,Cの
座標をどのように置いて考えればよいか｡
Ⅱ(1) tが実数値をとって変化するとき,直線 tx+y+t2=Oが通●り得る領域を図示しなさい.










となり,m･nのとき, [:亘 コ となる.⊂至コの図形を, ⊂ ≡ ] という.






9 3JB -ロ コ2 1 5
② 27言×27盲÷27盲=
③ 3Jif'3J3 -諺
I I 1 1
I㊨ (27-2~
了)(27+217)(2す+2を)-仁王コ⑤
log｡64-ロ コ㊨ 6[:亘コ -3
⑦ 上log320ナlog3亜 -1og3号-ロ コ2 2
⑧ 5Jq$3-ロ コ .⑨ (log2･log83)(log｡4
+log,8)-ロ コ である｡(2)256の4乗根は,複素数の範囲で考えると
[コ コ である｡(3)_運 L の分母を有理化して整理すると3Jf+1:亘コ
となる｡(4) 24-3のとき,log2｡18
をak用いて表すと,log2｡18-ロ ≡]となるQ
平成16年度 第2学期中間試験 1年1.次の ⊂コ にあてはまる数,式を解答欄に.記入しなさい｡
〔知識 ･理解〕(1)① 関勤 -3
-の定義域は ロ コ ,値域は [:≡ ]であI
り,関約 -3111
の定義域は 仁王 コ,関数3-2y
-_ 払 . の定義域は [:亘コ である｡x
2+3② 関勤 ニー
J6の定義域は ロ コ ,値域はであり,関約 -Ji& の定義域は E ]
,値域はE ]である｡(12) 次の方程式を満たす整数
x,yの組を1組見つけなさい｡ただし,存在しないときは,解答欄に ｢なし
｣ と記入しなさい｡① 3m 7y-5を満たす整数ちyの組の1つは(I.
g)-[コ こ],② 63'99-21を満たす整数X,yの組の1つは(3.y)-ロ








f,3JE,6J56は ロ コ,② 互 ,2 46
･2~2は ⊂互 コ③ log｡5,10g｡5,10g54は [二三 :] となる｡
'6'(汀2-9を満たす地 3-ロ コ である｡(7) lo







コ コ であるQ(10)関勤 -log
P (4sx≦32)の値域は ⊂≡ ]であるQ(ll)loglO2=0.3010と
する｡230の桁数は E コ であり･(号)10.ま小数第 [::□ 位に初めて0でない数字が現
れる｡① I(2)<0のとき,2つの解α,βが存在する範囲は ⊂互
:]である｡② iレl)<0かJjJ(5)>0のとき,2つの解α,βが存
在する範囲は ロ コ である｡③ DaO･号<o･I(0),0のとき･2つの解α･βが存在する
範囲は [三 コ である｡(15) 関数9=｣｣+3のグラフは,関数y=且 のグラフを3
軸3+1
I I方向に [:亘コ,y*方













'如 qの解は [三 コ で
(19) 方程式 (3-2)(y+3)=6を満た





y-[コ コ である｡(2) 不等式エ2-43+a>0(Gを実数の定数)･･
･･⑳ について,① a--1のとき不等式のを解くと,解
は [:王コ である｡② 不等式⑳がす
べての実数Xについて成立するようなaの値の範囲は [:互 コ であ
る｡(3) 不等式32-33-4'0･･･
① を解くと,解は ⊂亘コ ,不等式エ2-(a+2)I+2a<0(a 実数の定数)
････②を解くと,平成18年度 第2






C.-[:王 :](3) lSC13-15CE ] (匡 ]<13)と変形で




通りあるから･等式 由 -血 +由が成立する｡このことを一般化
すると,等式･cr-由 +[ヨ:E](1≦r'n)とな







2,3,4,･･のそれぞれ場合を,次の図から得ることができる｡ " 【コ コ のとき,解は ⊂亘コ ,
a=⊂亘コ のとき,解は ロ コ ,[亘 コ<aのとき,解は ロ コ
である｡2つの不等式①,②を同時に満たすェが存在
しないようなaの値の範囲は ロ コ ･T･ある｡(4)2次方程式32-203+a+2=0(aは実数の定数)が,異
なる2つの実数解を持つようなαの値の範囲は [≡ 口 であ
り,この2次方程式が正の解と負の解を1つずつ
持つような｡の値の範囲は 【コ コ である｡(5) 23'y-6のとき,ryの




行四辺形は全部で 亡 [コ 個ある｡
β) 円に内接する八角形ABCDEFGHがある｡この八角形の8個
の頂点から3点を選び,それらを頂点とする三角形を作ると











[亘 コ(C).Co- 告 ♯普22 .････.(
-
1)･追 =ロ コ2相 が導かれる｡(6)
2個のさいころを同時に投げるとき,目の和が5となる確率





が当たりくじを引く確率は 亡妻コ ,A,Bがともに当たりくじを引 確率は[≡
コ ,Bが当たりくじを引く確率は ⊂ ≡]である｡(9) (a+b+C)10の展開式において,(a+b+C)10=((a+b)+C)10
と考えると,C2を含む項
は,E ](a'b)D C2である｡さらに,(a+b)E]の展開式におけるaSb3の係
数は[コ コ である｡よって,a5b3C2の係数は [:≡コ となるQ(10) 3+y+Z=9,
3≧0,U≧o,2≧0を満たす整数3,y,Zの組(∫,y.I)は,全部で ロ コ 組あ
り,m y'2-9を満たす正の整如 ,y,Zの組(I,g,I)は,全部で [亘
コ 組ある資料④観点別評価に関するアンケー ト(1) 4つの観点のうち, ｢関心 ･意欲 ･態度｣相可を評価されているか理解できています
航(2)4つの観点のうち, ｢数学的な見方や考え方｣は何を評臨されているか理解できて
いますカ㌔(3)4つの観点のうち, ｢表現 ･処執 事封可を評価
されているか理解できていますカも(4)4つの観点のうち, ｢知識 ･理解｣相可を評価
ていますか.(5) 各観点で分類されたテス
ト問題は,取り組み柳 ､ですカも(6) 各観点に分類されたテス から,各観点の趣旨
が読み取れましたカも(7) A+,A.B,Cで評価された軌細 り評価性 納得で











｡改酎べきである①-②-◎-◎このままでよい58回生 1年 (1学期末) 60回生 1年(2学期
中旬)(D ② ③ ㊨ 平均
(1) 6%30% 39% 25% 2
.8(2) 11% 44% ●37% 7%24
(3)11% 5
1% 30% 7% 2.3(4) 5%2 5 25 9
(5) 9%28% 47% 16%
2.7(6) 7% 42% 42%
9% 2.5(7) 5%13
% 54% 28%3.0(8)14%
38% 34% 15% 2.5(9)25% 45 2 7
.1(10)15% 37% 39%
lo塊2.4(ll)10%21
% 51% 18% 2.8(対象122名) ① ②
③ ㊨ 平均(1)13% 16%
47% 24% 2.8(2)18%
42% 34% 6% 2.3(3)15% 31 45 9
5(4) 9% 18% 40% 33
% 3.0(5)3% 24% 4
4% 29% 3.0(6)120^i42% 3 12 25
(7)4% 10% 35% 50%
3.3(8)17% 29% 35%
18% 2.6(9)24% 46
% 20% 9% 2.1(lO)18% 37 34 11%
2.4(ll)12% 19% 42%
26% 12.8(対象119名) 59
回生2年(2学期中旬)① ② ③ ㊨
平均(1)19% 29% 41%
11% 2.4(2)30% 3
9% 29% 3% 2.0(3)23% 44 30 1
(4)20% 19% 46% 15
% 2.6(5)10% 32%
50% 8% 2.5(6)25%
40% 30% 5% 2.1(7)5% 15 51 29% 30
(8)26%
